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背景
・散歩に行くと自由遊びで虫探しを楽しむ子の姿が多く見られ、図鑑でよく調べていた。夏になると蝉の種類を調べたり保護者からカブトムシやクワガタの幼虫をもらって

昆虫の育て方を調べていくと、コラムのなかに衝撃的な内容を発見した子どもたちが保育者に見せてくれ・・・

清掃車の見学や、フードロスの話を振り返りながら、毎日の食事を大切に

しようと残さずご飯を食べるようになってきた。

実施 実施

2025年度実施内容のまとめ

2025年

度

振返り

年度の半ばになると、ほし組やつき組も自分たちで食べるものを配膳するように
なるが、現状は見た目で苦手なものを決めて食べなかったりごく少量配膳する子
が数名いる。自分の中で苦手意識を持つことがないように試しに食べてみたり、
クッキングに取り入れて新しい味や触感にもチャレンジしてみる中で、食べてみ
たいという気持ちを育めるようにしていきたい。

次年度

に

向けて

子どもたちの興味

① 昆虫や植物の育て方、飼い方に興味を持ち、いろいろな保育者に聞く

③
他の国では虫を食べている事に気づき、どんな昆虫は食べられるのか保育者に聞いてみて、

『はちのこ』を食べたことがある先生がいる事を知る！

➄
初めは食べたくないと言っていた子も食べていた。どんな味か興味を持ち自分で

すすんで食べてみると言っていた。

環境づくり

② 様々な昆虫図鑑を買う（カブトムシ、水の中の生き物）

➃
実際にたべてみよう！（めちゃうま？！昆虫食図鑑を購入）、はちのこを食べて

みる

⑥
給食で試食タイムを設ける。見た目で判断しないで食べられるように！子どもた

ちが食べてみたいという気持ちを引き出す。

気になることがあれば何でも自分で調べてみたり、図鑑や本を読みこんで「これ
やってみたい！」と興味を持って取り組む姿があった。昆虫食は何気なく子どもに
「食べてみたい？」と聞いて始まったことだが、実際に食べてみて子どもたちもさら
に興味を持ったり、苦手だと思っていたものでも他の友だちが食べている姿を見
て食べようとする子もいた。何でもチャレンジしてみようとする気持ちを大切にした
り、フードロスも意識するようになってきた。

年中通じて虫探しが大好きな子どもたち。蝉の鳴き声を聞き分けるな

ど、集まりでは虫クイズも出していた。

虫を食べられるんだという事を知り、実際に食べてみ

る。

実施





図鑑名：カブトムシ・クワガタムシ
出版社：株式会社　小学館





引用：
https://www.cbshop.jp/shop/chinmi/hatinoko.php
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〇今回の物語から…
　・蜂の子を食べるという体験は、興味 →調べる→挑戦する→共有する…と連鎖的に広がっ　 　
た。
　・主体性は “育てる”ものではなく、 “広がる環境を作る ”ということが大人の役割である

〇大人の基準で判断しないことが大切
　・「大人の常識」よりも子どもの「やってみたい」を信じる
　・大人の基準を一度横に置くことが大切
　・興味を一緒に広げるパートナーとなる

〇子どもの「気になる」を見逃さない
　・図鑑を開く、つぶやく、目を輝かせる、小さなサインを拾っていく

〇声を拾うと遊びが自然に広がる
　・調べる、試す、共有する …子どもと並走する姿勢が主体性を育む

まとめ




